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関節リウマチ

多発関節炎を主徴とする進行性炎症性疾患
関節炎以外にも肺病変、眼病変、皮膚病変などを呈する
日本で約70万人の患者が存在
主な症状：関節痛、関節腫脹・変形、朝のこわばり
病変の進行により、QOL（生活の質）が著しく低下する
（罹患10年で5%が寝たきり、80%が何らかの障害）
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従来の薬物治療の傾向

最近の薬物治療の傾向

非ステロイド性消炎鎮痛薬

非ステロイド性消炎鎮痛薬

抗リウマチ薬

抗リウマチ薬

ステロイド剤

ステロイド剤

関節リウマチの薬物治療

生物学的製剤
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生物学的製剤

インフリキシマブ（レミケード） 抗TNFα抗体 2003年発売

エタネルセプト（エンブレル） TNFα可溶性受容体 2005年発売

アダリムマブ（ヒュミラ） 抗TNFα抗体 2008年発売

トシリズマブ（アクテムラ） IL-6受容体抗体 2008年発売

レミケード エンブレル ヒュミラ アクテムラ
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症例数 ：レミケード 5例(3例)
エンブレル 15例(14例)
アクテムラ 1例（1例）

※（ ）内は当院での導入
性別 ：男性 4例 女性 17例

平均導入時年齢 ：51.2歳(21～80歳)
レミケード群 44.2歳
エンブレル群 58.9歳

当院での生物学的製剤投与状況
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生物学的製剤の臨床効果

エンブレル 13例
レミケード 3例
アクテムラ 1例

CRP(mg/dl)

平均CRP値 2.27 0.32
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生物学的製剤の臨床効果

腫脹関節数＋疼痛関節数

エンブレル 8例
レミケード 3例

平均値 13.9 1.7
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生物学的製剤の投不方法

商品名 投不経路 用法・用量 半減期 ＭＴＸ併用

レミケード 静脈投不 １回３㎎/㎏(10mg/kgまで増量可)

初回投不後、２，６週後に投不し、
以後８週間隔で投不

９．５日 必須

アクテムラ 静脈投不 １回８㎎/㎏を４週間隔 １２～１４日 可

エンブレル 皮下投不 １回１０～２５㎎を週２回

自己注射は２５㎎に限る

３日 可

ヒュミラ 皮下投不 １回４０㎎を２週に１回

効果丌十分な場合は８０㎎まで可

１４．６日 可
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エンブレル自己注射指導

－症例１

年齢 ： ７５歳

 性別 ： 女性

 基礎疾患 ： 糖尿病

 症状 ： 手指の疼痛・腫脹、わずかな変形有り

箸が使えない、歯磨き・衣類の着脱困難

 本年6月に自己注射導入目的で入院

【患者背景】
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エンブレル自己注射指導

－症例１

手洗いはアルコールティッシュで代用

 エア抜きは中止

 注射部位の冷却

【指導内容】
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エンブレル自己注射指導

－症例１

注射３回目には正しく自己注射可能

 手指の疼痛・腫脹など自覚症状が改善

 箸の使用、歯磨き、ズボンが持ち上げられる

様になるなど日常生活が改善

【結果】
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年齢 ： ７２歳 （元看護師）

 性別 ： 女性

 症状 ： 手指の疼痛・腫脹、わずかな変形あり

 レミケード効果丌十分のため、

本人希望により外来にてエンブレル自己注射を

導入開始

エンブレル自己注射指導

－症例２

【患者背景】
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あら？意外と
かんたんね！
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エンブレル自己注射指導

－症例２

注射1回目には正しく自己注射可能

 腫張やこわばりが改善

 動いた後も痛まず腫れず

【結果】
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指導してみての感想

 精神的なフォローで安心し、正しく使用可

 高齢の患者さん、手指の丌自由な患者さんでも
導入は可能

 使用方法、保管方法、使用期限、副作用などは
十分な理解が得られるまで繰り返し説明することが
重要

 継続したコミュニケーションをとり、副作用の早期
発見
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メリット

 疼痛・腫張・こわばりなどの症状改善

 関節破壊の抑制が可能

デメリット

 副作用(感染症・アレルギー反応など）に注意

 高額な医療費

まとめ


